Growth of Kindergarten Teachers through Reflection on Parents' voices by 大桃, 伸一 & Ohmomo, Shinichi
Growth of Kindergarten Teachers through Reaection on parents' voices
「目安朱創を通しての保育者の成長
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1 はじめに
幼児の生活の多くは、家庭と幼稚園や保育園
で営まれる。幼児の健やかな発達をはかってい
くためには、園と家庭が連携をはかり、協力し
合っていくことが重要である。
近年、子育てに困難を感じる親が増え、家庭
の教育力の低下が指摘されるなかで、家庭との
連携というと、園がどのように家庭を指導して
いくかという面に目が向けられがちである。勿
園が家庭の状況を理解し、保育者が保護者論、
に寄り添いながら子育てを支援していくことは
大切である。しかし、同時に、保育者が、保護
者の声を聞きながら自らの実践を点検し、改善
していくことが必要である。
ドナルド・ショーン a)は、新しい時代の専
門家像として、高度な専門的知識・技術にもと
づく「技術的熟達者(teC1ⅡliC址駆Pert)」との
対比で「行為の中の智察」にもとづく「反省的
夫践永(re且ecuve pracudoner)」を提示して
いる。保育という仕事は、目の前で起こる不確
実な予想L難い問題に日々直面する。保育老に
求めら九るのは、専門的知識・技術だけでなく、
「状況との対話」にもとづく「行為の中の省察」
である。佐藤学ら住)によると、「行為の中の
省察は」、実践の事実を対象化して検討する「行
為についての省察」を含んでいる。実践を常に
振り返り反省しながら、自己の力量を高めてい
くことが保育老に求められているのである。
佐伯胖御は、「『事実』と『憶淡U の峻別は
自分では気づかないこともある」と指摘してい
るが、事実を対象化し、実践を点検L改善して
いくためには、第王者の声を聞くことが必要で
ある。
これまで保育カンファレンスや園内研修など
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をとおして、保育者が同僚の保育者や研究者な
どの専門家の声を聞きながら、保育を見る目を
養い、保育の質を高めていったことが報告され
ている。また、保育者の成長を促すカンファレ
ンスや研修のあり方に関する研究も積み重ねら
れてきた。
しかし、家庭の声を聞きながら保育者の専門
性を高めていく研究は、管見するところ多くは
ない。また、家庭の声といった場合、保護者か
らのクレームや苦情といったマイナス面が取り
上げられ、それにどう対応していったらよいか
という研究が中心である。勿論、保護者から担
任ヘの苦情や園ヘの不満が出された場合、それ
を園全体の保育を見直すチャンスと捉え、真塾
に対応してぃくことが必要である④。しかし、
そうした不満や苦情ヘの対応だけでなく、日常
の保育を対象化し点検していくためには、家庭
の日常的な声を聞くことが必要である。
本稿は、ある幼稚園でおこなった「目安箱」
の検討を通して、家庭の声を聞きながら、園の
保育を見直し保育者の成長をはかっていくには
どうしたらよいかについて考察することを目的
とする。
2 目安箱の実施
①第20回全日本私立幼稚園連合会関東地区
教員研修会が2005年8月群馬県で開催された
が、本稿で取り上げるものはその第11フォー
ラム「家庭との連携」でのA幼稚園B理事長
からの報告に基づいてぃる(5)。とのフォーラ
ムは新潟県私立幼稚園協会が担当したものであ
リ、筆者は企画の段階から参画し、事例の検討
に加わった。また、 A幼稚園に出かけ、保育
者たちの考えや意見を直接聞くことができた。
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以下、B理事長の報告をもとに述ベていきたい。
(2) A幼稚園は新潟県C市にあり、 2005年4
月当時、年少組1クラス、年中組1クラス、年
長組1クラスからなる園児総数55名の教会の
メンバーが創設した市内で一番古くからある
幼稚園であった。教員は、園長を含めて5名。
2002年に就任した B理事、長は、家庭の声を聞
きながら、幼稚園経営をおこなっていこうとし
た。家庭の声を聞く方法として、記名式の「目
安箱」とすることにじた。それは、「今年の運
動会について良かったと思った人が0%」とい
うような統計結果を得たいのではなく、「自由
に意見をお聞かせください」という内容で、そ
の中からーつでも気になる意見があれぱ取り上
げてじっくり取り組んでいきたい、と思ったか
らである。
B理事長が「目安箱をやるよ」と最初に言
つた時の保育者の反応は、「え!本当に?」「な
んで」という不信と、「一体どういうつもり?」
という不満で一杯だった。就任1年目の理事長
がなぜそんなことをやろうとするのか、われわ
れを信頼していないのか、という気持ちからか、
目安箱の実施については、保育者は乗り気でな
いというよりむしろ大反対であった。
これは、新しい理事長に対する不信からくる
ものであるぱかりではなかった。理事長は着任
して間もない頃、「この幼稚園のウリつて何だ
ろう?」という保育者の岐きを聞いた。それは、
「自分の保育に自信がない」「自分の幼稚園に自
信が持てない」ことからくるものと思われた。
そうしたことから、保護者から自分の保育が評
価される、家庭から自分の幼稚園の問題点が指
摘されることに対して抵抗があったからと考え
られる。
こうしたなかで目安箱は、第1回が2003年
1月、第2回が2004年1月、第3回が20備年
1月に実施された。各家庭に用紙を配布し、記
名式で自由に意見を書いてもらった。第1回は
425%、第2回は 386%、第3 回は 34.6%の方
が回答してくれた。意見のない方は、当然無回
答ということになる。
次に、保護者から出されたいくつかの意見に
ついて、保育者の反応と変化を中心にみていき
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たい。
目安箱から見えてきたこと
「ちゃんと伝わっていない 1」
意見1:「夏場は裸足で遊ばせてほしい。(健
康になりそう?)保育園でやっているところ
もある。」(2003)
この保護者の意見に対する保育者の最初の反
応は、一言でいえば「ポカーン」だった。なぜ
なら、 A幼稚園ではすでに裸足で遊ばせてい
たからである。しかも、との意見を提出した人
は、年長組の保護者である。これは笑える話で
はなく、保育者にとって大きな問題である。こ
の意見を通して,見えてきたことは、自分たちの
保育が、保護者に「ちゃんと伝わっていない!」
ということである。
これ以後、保育者は、自分たちの保育が「ち
やんと伝わっているのか」を意識するようにな
つていった。特に、家庭ヘの便りについては、
「例年通り」にこだわらなくなり、文面を吟味
したり、回数を増やしたりして、自分たちの保
育を正確に伝えていこうとするようになってい
つた。
園だよりは理事長が作成していたが、「先生、
とれちゃんと伝わらなかったので、文面を変え
ましょう」「変に誤解されたので、削除しまし
よう」等々といった注文が、保育者から理事長
に出されるようになってい0た。また、理事長
も、「面白いもので、細かな表現を変えるだけで、
全員にスッと浸透することもある」ことがわか
リ、時代に合わせて伝え方や文章、表現方法を
変えていくべきであるど感じる。こうした成果
は、翌年の「毎月の00 (便り一筆者)もだん
だん貼って見やすいように改良されてて、工夫
がしのばれます。」という保護者からの声に表
れている。
2003年の保護者の意見のなかには、除合食の
献立を1ケ月は無理かもしれませんが、せめて
1週間毎(前)に教えて欲しいです。」「子供が
食ベたメニューが確実に家庭に伝わるようにし
てもらいたい。(できれば1週間位前に)」とい
うものがあった。それが2004年には、「給食の
献立が1力月分だされるようになり、とても参
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考になります。」「今年度より給食の献立が毎月
配布され、夕食とバッティングすることがなく、
大変有難いです。」という保護者の意見に変わ
つている。給食の献立を事前に伝えることが、
各家庭にとってどんなに助かるのか、子どもの
豊かな食生活にとっていかに必要かについて、
保育者はそれまであまり意識していなかったの
である。
このように保護者の意見から、それまであま
り意識していなかったことの問題点を認識する
ようになり、保育の点検・見直しが始まってい
つたのである。
「目安箱」を通しての保育者の成長
(の「そうなんだよね 1'」
意見2:「9月の"お年寄りと一緒に"の参
観日は、おじいちゃんおばあちゃんが出席出
来ない場合は代わりに父兄が出席してもよい
ことにLてほしい。本年度は、祖父母以外の
出席はダメということで、おじいちゃんおば
あちゃんがこれなかったお子さんが寂しそう
だったと聞きました。」也003)
トを持って帰ることにした。その結果として、
祖父母の参加行事がーつ減ったために、運動会
の行事に祖父母参加の競技をーつ追加すること
にした。そして、運動会ヘの案内状・プログラ
ムを各家庭に2部ずつ配布し、祖父母の参加を
促すように配慮することになった。理事長によ
れば、「家庭と幼稚園、保護者と保育者が同意
した時の動きは、何にも増して力強い」という
ことである。
また、目安箱を始めようとした時には、「家
庭の意見を聞くなんて、先生(理事長一筆者)
はどっちの味方ですか凶と理事長を攻めたて
たこともしばしばあった保育者たちであった
が、家庭のなかにも自分たちと同じ意見を持つ
人々がいることがわかってからは、そうしたこ
とがなくなっていった。
この意見に対する保育者の反応は、一言でい
えば「そうそう!」だった。保育者の間でも、
この"お年寄りと一緒に"という行事について
は、「祖父母のいない子の問題をどうするか」「遠
方に住んでいるなどして出席できない祖父母を
持つ子の問題をどうするか」などについて考え、
悩んでいた。家庭にも自分たちと同じことを考
え、同じ意見の人がいるということがわかり、
「そうなんだよね凶と思わず同意してしまっ
た。この年の目安箱には同じような意見がいく
つか出された。
保護者の味方を得たということで、行事の見
直しが始まった。そして、翌2003年度から「お
年寄りと一緒に」という行事に両親など保護者
の参加を認めることになった。その結果、母親
の参加が数名あった。ただ、お年寄りと言って
も、現役で働いておられる方が多くいることが
明らかになり、さらに検討の余地があることが
わかった。
そこで、 2004年度からは、この行事ヘの祖
父母や両親などの保護者の出席はなしにし、代
わりに子どもたちが心をこめて作ったプレゼン
③「これは苦情ですか?」
意見3:「園での活動内容が少し分かりにく
く感じることがあります・・子供が家で話
しをしてくれないと全く分かりません。また、
バス利用だと、なかなか先生とお話する機会
もありません。」(2004)
この意見に対する保育者の最初の反応は、
言でいえば「最悪」だった。「一生懸命やって
いるのに、どうしてこんな苦情みたいなことを
言うのかしら!」「全く分からないなんて、も
つとちゃんと聞けばよいのに・!」というような
声が保育者から出された。「全く」という言葉
に保育者は引っかかり、全否定されたと感じた
ようである。保護者の意見は、文字で表わされ
るとーつひとつの言葉が口で言われるよりもは
るかに重く感じられるのである。
そこで、理事長は親睦会の折、この意見を出
された保護者に尋ねてみた。すると、「お姉ち
やんの時は、いろいろ話してくれたので、あま
り感じなかったのですが、男の子はどうも・・・。
どうして、話してくれないのかしら」とのこと
であった。これは園に対する苦情というよりも、
園でのことを話してくれない息子に対する親の
悩みであることがわかった。「全く」という言
葉は、その悩みが深いことを表している。そし
て、「バス利用だと、なかなか先生とお話する
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機会もありません」という言葉は、もっと園で
の子どもの生活を伝えてほしいという親の願い
がこめられている。
親は、子どもの園での様子を知りたいのであ
る。それは、前年に別な保護者から出された次
の意見にも表れている。
「子どもが園に行っている問、どんな風にす
ごしているか気にかかります。お友だちとけ
んかがあ0たり、自分勝手なことや態度が悪
かったりなど、悪いことこそ連絡してほしい
です。(言いづらいと思いますが園と家庭で
協力して直していきたいと思います。)」
理事長は、こうしたことを主任に話した。する
と数日後、「先生、教師間で話し合いました。
クラスだよりをもっと充実させて、そこに日々
の活動を簡単に掲載したいと思います」と言っ
てきた。このように、親の意見に最初は反発し
ていた保育者であったが、その言葉の背後に親
の悩みがあることを知り、そうした親の悩みや
願いに応えようとするようになっていったので
ある。すべての保護者が、自分の意見をわかり
やすく書いてくるとは限らない。その文章にこ
められた保護者の思いや願い、悩みを読み取る
力を保育者が持つことが必要である。
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嬉しく励ましにもなった。
同時に、この意見は、「冑分たちの幼稚園ら
しさ」を再認識させるものでもあった。「キュ
つと手を握って"さよなら"を言」うというこ
とは、普段なにげなくやっていることであるが、
自分たちの幼稚園が長年にわたって築いてきた
ものであり、それが畔田やかなお心くばり」「家
庭的ですばらし園」という伝統につながってい
ることを保育者は改めて気づかされたのであ
る。
「この幼稚園のウリつて何だろう?」と自分
たちの幼稚園の保育に自信を持てなかった保育
者に、保護者の意見が道を開いてくれたのであ
る。勿論、「細やかなお心くばり」を日々実践
していくことは、保育者にとって大変なことで
ある。しかし、それがこの幼稚園の伝統であり
よさであって、それを評価して家庭は子どもを
この幼稚園に入れてくれたのであるから、それ
に応えていかなければならないのである。保護
者の意見は、こうしたことに気づかせてくれた
のである。また、家庭から評価されたことで、
保育者は自信をつけ、自分たちの保育を見直す
ことができるようになっていったのである。
④「うちらしさ!」
意見4:「上の子の時からず0と、キュつと
手を握ってもらい"さよなら"を言ってもら
えることに感激していました。他の園では、
なかなかできないのでは?と思います。子ど
もにとっても、とても励まされることと思い
ます。」(2004)
この意見に対する保育者の反応は、一言でい
えぱ「嬉しい!」だうた。他にも、「いつも先
生方の細やかなお心くばりに感謝しておりま
す」(2004)「とても家庭的ですばらしい園だと
思います。」(2004)「先日も(子どもが)'、'大き
くなったら、 A幼稚園の先生になるの!"と
言っていました。先生方の暖かい指導をしっか
り受けとめての言葉だなとうれしく思います。」
(2004)等々、これまで一生懸命にやってきた
ことについて、しっかりとみてくれて、しかも
評価してもらえたことが保育者にとってとても
(5)「よかったね!」
意見5:「昨年のクリスマス会で.は会場力珂央
く、立ち見だったのですが、今年の会場は
とても広くて見易くよかったと思います。」
(2005)
この意見に対する保育者の反応は、一言で
言えば「よかったね!」であろう。それまでク
リスマス会は、幼稚園に隣接する教会を会場と
していた。ただし、スペースに問題もあり、対
処方法として「観覧は各家庭2名まで」という
ような制限を設けていた時もあった。しかし、
家族そろ'つて観覧したいという要望もあり、保
育者たちは頭を悩ませていた。目安箱にも、「ク
リスマス会のとき、子どもたちの姿が余りょく
見えませんでした(前に座っている方々で)。
きっと、私も後ろの方の視線を遮ってぃたと思
います。仕方ないのかもしれませんが、少し残
念です。」(2003)、「クリスマス会はもう少し広
い場所でやってもらえると子供達ものびのび
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出来るし、見る人も皆座ってみれると思う。」
(2004)という家庭からの声が寄せられていた。
そこで、 2004年度より、会場を変更。近隣
の収容人数300人の施設を借りることにした。
キリスト教系の幼稚園としては、クリスマス会
ば最も大切な行事であり、できれぱこれまでの
ように教会の礼拝堂でやっていきたいという思
いもあったかも知れない。他の施設を借りると
費用もかかる。しかし、目安箱に寄せられた家
庭からの声を尊重したのである。
結果として、ゆったりと観覧できるようにな
リ、保護者には好評であった。目安箱には、次
の声が寄せられている、
「初めてのクリスマス会でしたが、とても大
変良かったでした。前回までは幼稚圃の礼拝
堂で行われていたそうですが、今回のような
ステージでの方が親達にとって、とても静観
できて良かったと思います。今後も発表会等
は学習センター等の会場選びをお願いしま
す。」(2005)
「クリスマス会が生涯学習センターで行われ
た事は、私達親子にも幸いでした。バギーや
生活イスなど移動するのに必要な道具は場所
を取るからです。ステージ上で星の役をお友
達に助けてもらって果たす事が出来てとても
嬉しく思っています。ハンディのある子供も、
自然に受け入れてもらえる環境をこれからも
保ち続けてください。」(2005)
同様な意見が、目安箱には多く寄せられている。
結果として、ハンディのある子どもや家庭にと
つても会場変更は幸いだったのである。
「目安箱」を通しての保育者の成長
かりと参観して、子どもの成長を感じていただ
きたい、というのがねらいである。しかし、そ
うした保育者のねらいが、保護者には伝わって
いないのである。これは、意見1の「ちゃんと
伝わっていない」と同じような問題である。し
かし、理事長によれば、その後の反応が違って
きたのである。
目安箱を始めた頃は、「保護者から、こんな
意見も出たことであるし、そろそろ保育参観に
ついて、改めて話し合ってみようか?」と理事
長が言おうものなら、保育者たちは即座に反発
し、「先生(理事長)はど0ちの味方ですか!」
と詰め寄ってきたものであった。理事長も自分
は保育については素人であるし、「保育参観は
保育者の牙城」だと思、つていたので、それ以上
のことは言えなかった。
しかし、今回は、理事長の意見を「すんなり
と受け止め、さらに今までの保育参観のあり方
を見直すべく」話し合いが始まった。これは、
理事長によれば、保育者が「家庭からの意見に
自信をなくしてしまう、家庭からの意見にただ
憤慨する、というところから、家庭からの意見
を受けて自分自身を見つめ直す、というところ
まで辿り着いた」ことでもあった。
保育参観は、園と家庭を結ぶ大事なものであ
る。園の年度計画のもとに保育参観のねらいや
意図を明確にし、その時期の子どもの実態に応
じた具体的なプログラムを作成する。そして、
園だよりゃクラスだよりなどで、事前にどのよ
うな場面をどのような観点でみてもらうのかを
知らせておく必要がある。そうしないと保護者
から、「参観にいつ行っても子どもは遊んでぱ
かりいる」「先生がもっとしっかりと指導して
ほしい」などの意見が出てくることになる。
「3年間とも七夕作り」であるが「1年ごと
により高度な製作となっているので、そこをし
つかりと参観して、子どもの成長を感じていた
だきたい」と保育者がいくら願っても、保護者
は素人である。事前にしっかりとした情報がな
けれぱ、保育者の意図や願いを読み取って、参
観することはできないのである。「えぇ、もっ
とちゃんと見てよ!」というのは、あくまでも
保護者の論理である。
保育参観の場合、参観後に保護者から意見や
⑥「自分自身を見つめ直す」
意見6:「一学期の保育参観、 3年間とも七
夕作りでした。時節柄と思いますが、お姉ちゃ
んがお世話になった時は、毎年内容が異なっ
てよかった気がします。年度かわりの引き継
ぎ時、確認された方が良いと思います。(2005)
この意見に対する保育者の反応は、一言でい
えば「えぇ 1 もっとちゃんと見てよ」だった。
保育者によれば、「3年間とも七夕作り」とあ
るが、その製作内容は毎年異なる。 1年ごとに
より高度な製作となっているので、そこをしっ
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感想を書いてもらうのもーつの方法である。そ
れをもとに園全体で保育参観について振り返
リ、保護者からの意見や要望については、園だ
よりゃクラスだよりなどで答えていく必要があ
る。今回は目安箱を通して保育参観の見直しが
はじまったのであるが、そう Lた努力を日常的
に行ってぃくことが保育者の成長にっながらて
いくのである。
人問生活学研究第2号 20Ⅱ
4 総合的考察
幼稚園や保育園では、アンケートによって、
園の行事や保育参観などについて家庭からの声
を聞く場合がある。そうしたアンケートは、「良
かったかどうか」等について尋ねて統計的に処
理することが多く、「ご意見がありましたら書
いてください」という欄があっても、それは補
助的なものと位置づけられがちである。
本稿で取り上げたA幼稚園の事例は、「自由
に意見をお聞かせください」と正面から家庭の
声を問うものであり、そこで出された意見を取
り上げながら、園の改革をはかっていきたいと
いうB理事長の明確な意図に基づいたもので
ある。それは、「目安箱」という名称にも表れ
ている。
目安箱の実施については、保育者たちは最初
乗り気でないというよりも大反対であった。そ
れは、ーつには、就任1年目の理事長がなぜそ
んなことをしなければならないのか、われわれ
を信頼できないのか、という感情からくるもの
である。同時に、保護者から自分の保育が評価
される、家庭から自分の幼稚園の問題点力斗酎商
される、ことについての抵抗があったと考えら
れる。そこには、評価についてのネガティプな
捉え方がある。
保育という仕事は、目標の設定→計画の作成
→実践→評価・反省→新たな目標の設定という
一連のサイクルのなかで展開されていくもので
あり、よりょい実践を創円出していくためには、
評価・反省は欠かせないものである。しかし、
わが国で,は、教育における評価と言った場合、
「テスト」をして点数をつけ.個人差を通告(ネ
プミ)するというイメージに捉えられることが
多い。教育評価恒Valua廿on)の目的は、村越
邦男⑥によれぱ、子どもにとっては学習の到
達点と今後の課題を明らかにすることであり、
教師にとっては教育実践の成果と課題を明らか
にすることである。それは、人間を「ネブミ」
することではなく、教育活動や教育実践を点検
し改善していくためにある。しかし、 A幼稚園
の保育者には、目安箱によって自分の保育が「ネ
プミ」されるのではないかという恐れがあった
のではないかと考えられる。そして、その背景
には、自分の保育や自分の幼稚園に自信が持て
ない保育者の姿もある。保育には不安はつきも
のであるが、それが大きいと第三者からの声を
聞く勇気を持てなくなってしまうのである。
こうしたなかで実施された目安箱であった
が、それは保育者の恐れを打ち消すものであ0
ただけでなく、園内研修など保育者間の研修や
カンファレンスでは得難い次のような成果をも
たらした。
第1は、家庭からのなにげない意見によって、
自分たちの保育が保護者に「ちゃんと伝わって
いない」ことに気づかされたことである。幼稚
圃では、夏場は裸足で遊ぶことなど日常的にご
く当たり前にやっており、家庭も当然理解して
くれているものと思っていてもそうでないこと
がある。そうしたことが積み重なっtいくと、
園と家庭との間に思わぬミゾが生じてしまうぉ
それもある。また、園の給食の献立を事前に家
庭に知らせるといったごく当たり前と思われる
ことも、保育者だけでは見落としてしまうこと
もある。目安箱は、そうしたことに気づかせ、
家庭の声を聞いて保育を点検し、見直す必要性
を保育老に認識させてくれたのである。
第2は、家庭にも自分たち保育者と同じこと
を考え、同じ意見の人がいることを認識できた
ことである。幼稚園でもいわゆるモンスターペ
アレント等の問題が出されている現在、家庭か
ら自由に意見を書いてもらったならば、園に対
する不満や苦情ぱかりが出されるのではないか
と保育者は恐れていた。そこで、目安箱を始め
ようとした時、「家庭の意見を聞くなんて、先
生はどっちの味方ですか U と理事長を攻めた
てたのである。しかし、保育者が子どもの成長
を願っているように、保護者の多くはわが子の
成長を願っている。子どもの幸せを実現するた
めにはどうしたらよいかという視点に立った
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時、保育者も保護者も同じ意見になることが多
い。保護者が同じ意見を持っていることがわか
れば、それまで迷0ていたことの見迫しも早い。
「家庭と幼稚園、保護者と保育者が同意した時
の動きは、何にも増して力強い」のである。「お
年寄りと一緒に」という行事の見直しも、家庭
の力を得て大きく進んでいったのである。
第3は、園に対する家庭からの不満や苦情と
思われることのうらには、実は子どもについて
の保護者の悩みがあることが明らかになったこ
とである。保護者にとってわが子は、かけがえ
のない大切な存在である。そうした大切なわが
子が幼稚園にいっている間、どんな風に過ごし
ているかとても気になるのである。子どもが話
してくれず、園からの情報もなければ心配にも
なる。家庭から園ヘの苦情と思われることのう
らには、わが子を思うそうした親の気持ちがあ
る。子どもへの気持ちが強ければ強いほど不安
になり、悩みも深くなることがある。保育者は、
そうした親の気持ちをしっかりと受けとめ、対
応していかなければならない。
A幼稚園の保育者も最初、目安箱に出され
た保護老からの意見を園に対する苦情と恕、つて
反発じていたが、そのうらに親の悩みがあるこ
とを知り、そうした親の悩みや願いに自ら応え
ようとしていったのである。
第4は、保育者が自分たちの園のよさを認識
し、自信を持つことができたことである。理事
長が目安箱を始める大きなきっかけになったの
は、「この幼稚園のウリつて何だろう?」とい
う保育者の岐きであった。そこには、自分の保
育に自信が持てず、自分の幼稚園のよさがわか
らない保育者の姿があった。
保護者は、良い意味でも悪い意味でも、細か
いところまでよくみているのである。「キュつ
と手を握って"さよなら"を言う」ということ
は、とても素敵なことであり、保護者にとって
はわが子のためにありがたし'、ことである。しか
し、そのことを意識してやっていない保育者に
は、そのよさに気づかないことがある。幼稚園
にば長年にわたって築かれ、先輩から後輩に伝
えてきた保育がある。しかし、園のなかにいる
と、保育者はそうしたものをあまり意識せず保
育をしている場合が多い。保護者は、その園の
「目安箱」を通しての保育者の成長
よさを評価し、大切なわが子を入れているので
ある。そして、わが子のために、できるだけ園
を支援したいと考えているのである。園のよさ
も家庭からの声によって明らかになることが多
い6
第5、は、家庭からの声を通して、保育者が自
分自身を見つめ直し、園を変えていこうとする
ようになったことである。 B理事長は次のよう
に言っている。
「計3回の目安箱実施を通して、様々な反応
を見せてくれた先生方も、そこから出てきた
意見を十分に吟味し、取り組んでいく中で、
実行力、実現力を身につけてきたように思、い
ます。また、家庭の悩みを読み取る力も徐々
に備わってきたように思います。平たく言え
ば、自信がついてきた、ということですが、
その自信をつけさせてくれたのが、他でもな
い、保育者が気にして止まない『保護老の目』
だったことが、大変興味深いことでした。」
本稿では、目安箱に寄せられた家庭からの声を
各年度2つ取り上げてみてきた。勿論、保護者
からの意見の内容によって保育老の反応はさま
ざまであったが、保育者の成長ははっきりと読
み取ることができる。最初は目安箱に反発して
いた保育者が、保護者の声をじっくりと聞くよ
うになった。そして、保護者の声を受けて、自
分の保育を見つめ直L、園を変えていこうとす
るようになっていったのである。これは、意見
5や意見6に対する保育者の対応にも表れてい
るのである。
,
5 結び
教育や保育という仕事は、それがどんなに情
熱的でロマンあふれるものであっても、そこに
リアルな第3者の目が同時になければ、時とL
て教師の独善的なものになってしまう危険性を
持っている。独善的にならないためには、絶え
ず実践を振り返って省察し、第3者の声を謙虚
に聞いていや必要がある。
保護者は大切なわが子を園にあずけているこ
ともあって、良い意味でも悪い意味でも、細か
いところまでよくみているのである。家庭ヘの
支援には積極的な保育者も、家庭からの声を聞
くことに消極的な人が多い。それは、保護者か
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、
ら自分の保育が「ネブミ」される、家庭から自
分の園の問題点が指摘されることをおそれるこ
とからきている。しかL、保護者の多くは保育
者と同様に子どもを大切に思い、子どもの幸せ
を願っているのである。園と家庭との連携とは、
そのような大切な子どもの幸せを実現していく
ためにはどうしたらよいかという視点に立っ
て、園と家庭が力をあわせていくことを本質と
する。そのためには、園が家庭を支援するばか
りでなく、家庭の声を聞くことが大切である。
本オ高では、目安箱を通して保育者は、自分た
ちの保育が家庭にちゃんと伝わっていないこと
に気づくとともに、自分たちの園の良さを認識
し、自信を持つことができるようになっていっ
た。そして、家庭からの声に応えて、自分自身
を見つめ直し、園を変えていこうとするように
なった。すなわち、目安箱を通して、保育者が
確実に成長していったのである。保育者の成長
には、保育者同士のカンフフレンスや専門家に
よる研修も必要である、が、家庭からの声を聞き、
肉分肉身を高めていくことが求められているの
である。
本研究において、ご協力いただいたA幼稚
園の皆さんに感謝申し上げます。とりわけ、本
事例について多くのご教示を賜ったB理事長
に心より御礼申し上げます。
人問生活学研究第2号 20U
本稿で取り上げた目安箱ヘの家庭からの意見は、
補助資料「目安箱詳細」から引用している。
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